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24. マユタテアカネ Sympetrum eroticum (Selys, 1883)
（要注意）（図 4C）
写真資料：KPM-NKA 31713 、神奈川県横浜市（川井宿
町小川アメニティ）、2023年 10月 14日、有馬撮影。
　成虫は、6月から 12月にかけて、広範囲で確認した。
特にころころ池、西側遊水池では、7月中旬から 11月上
旬に 10頭以上を確認した。幼虫は、6月下旬にワニ池、
オカピ前池で確認し、羽化殻は、6月下旬にサバンナ池、
9月中旬に西側遊水池で確認した。過去の調査において、
ころころ池で成虫が確認されていた。

25. ミヤマアカネ Sympetrum pedemontanum (Müller 
in Allioni, 1766)
（準絶滅危惧）（図 4D）
写真資料：KPM-NKA 31716 、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ草原エリア）、2023年 10月 14日、
有馬撮影。
　流水に生息する種で、成虫は、2023年 10月にサバン
ナ草原エリアで 1♂を確認した。過去の調査では未確認
であった。

図 4. 確認したトンボ類 . A: リスアカネ , KPM-NKA031714; B: ノシメトンボ , KPM-NKA 31711; C: マユタテアカネ , KPM-NKA031713; D: ミヤマ
アカネ , KPM-NKA 31716; E: コフキトンボ , KPM-NKA 31702; F: ハラビロトンボ , KPM-NKA 31707; G: シオヤトンボ KPM-NKA31699; H: 
ヨツボシトンボ , KPM-NKA 31704.
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26. ネキトンボ Sympetrum speciosum Oguma, 1915
写真資料：KPM-NKA 31715 、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2022年 9月 30日、有馬撮影。
　成虫は、9月と 10月にころころ池で 1♂を確認した。
幼虫は、6月下旬にワニ池で確認した。羽化殻は、6月
下旬にサバンナ池、7月下旬にワニ池で確認した。過去
の調査において、詳細は不明だが、ころころ池で成虫が
確認されていた。

27. コシアキトンボPseudothemis zonata (Burmeister,1839)
写真資料：KPM-NKA 31705、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2022年 7月 22日、有馬撮影。
　成虫は、6月から 9月にかけて、ころころ池、ワニ池、
ツルモート、山里遊水池、都岡町小川アメニティの 5地
点で確認した。特に、ころころ池では 7月下旬に 10頭
以上を確認し、10月中旬に幼虫も確認した。過去の調
査では、ころころ池で多数の成虫が確認されていた。

28. コフキトンボ Deielia phaon (Selys, 1883)
（要注意 , 横浜市ではやや局所的）（図 4E）
写真資料：KPM-NKA 31702、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2022年 6月 27日、太田撮影。
　成虫は、2022年 6月にころころ池で 1♀を確認したが、
2023年には未確認。過去の調査では、ころころ池など
で多数の成虫が確認されていた。

29. ショウジョウトンボ Crocothemis servilia (Drury, 1773)
写真資料：KPM-NKA 31706、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ池）、2023年 7月 28日、有馬撮影。
　成虫は、5月から 9月にかけて広範囲で確認した。特
に、ころころ池、サバンナ池では 7月中旬から 8月下旬
に 10頭以上を確認し、サバンナ池では幼虫も 4月上旬
に多数確認した。過去の調査では、ころころ池などで多
数の成虫が確認されていた。

30. ウスバキトンボ Pantala flavescens (Fabricius, 1798)
写真資料：KPM-NKA 31708、神奈川県横浜市（横浜動物
の森公園・西側遊水池）、2023年 8月 31日、有馬撮影。
　成虫は、7月から 10月にかけて、ころころ池、サバン
ナ池、西側遊水池、旭陵高校遊水池、その他（サバンナ
草原エリアなど）の 5地点で確認した。特に、ころころ
広場やサバンナ草原エリアでは、8月中旬から 9月下旬
に 10頭以上を確認した。幼虫は、9月上旬にサバンナ池、
旭陵高校遊水池で確認した。過去の調査において、詳細
は不明だが、ごく普通に成虫が見られていた。

31. ハラビロトンボ Lyriothemis pachygastra (Selys, 1878)
（要注意）（図 4F）
写真資料：KPM-NKA 31707、神奈川県横浜市（横浜動物
の森公園・西側遊水池）、2023年 7月 19日、有馬撮影。
　成虫は、4月から 9月にかけて、ころころ池、サバン

ナ池、西側遊水池、西側水路、その他（里山ガーデンエ
リア付近など）の 5地点で確認した。特に西側遊水池で
は 5月中旬から 6月中旬に 30頭以上を確認し、幼虫も
10月および 12月に確認した。過去の調査では未確認で
あった。

32. シオカラトンボ Orthetrum albistylum (Selys, 1848)
写真資料：KPM-NKA 31700、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ草原エリア）、2023年 9月 14日、有
馬撮影。
　成虫は、4月から 10月にかけて、広範囲で確認した。
また出現期間中には、複数個所で 10頭以上を確認した。
幼虫は、ころころ池・自然体験林、サバンナ池、西側遊
水池で確認した。過去の調査では、ころころ池などで多
数の成虫が確認されていた。

33. シオヤトンボ Orthetrum japonicum (Uhler, 1858)
（要注意 , 横浜市では局所的）（図 4G）
写真資料：KPM-NKA 31699、神奈川県横浜市（横浜動
物の森公園・北側遊水池）、2022年 5月 7日、有馬撮影。
　成虫は、4月から 8月にかけて、ころころ池・自然体
験林、アラースの谷、西側遊水池、川井宿町小川アメニ
ティ、都岡町小川アメニティ、北側遊水池、その他（里
山ガーデンエリア付近など）の 7地点で確認した。特に、
北側遊水池では 5月下旬、里山ガーデンエリアでは 8月
上旬に 10頭以上が確認された。過去の調査では、詳細
は不明だが、ごく普通に成虫が見られていた。

34. オオシオカラトンボ Orthetrum melania (Selys, 1883)
写真資料：KPM-NKA 31701、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2023年 6月 19日、有馬撮影。
　成虫は、5月から 10月にかけて、広範囲で確認した。
特にころころ池では 6月下旬に 20頭以上を確認した。過
去の調査では、ころころ池などで多数が確認されていた。

35. ヨツボシトンボ Libellula quadrimaculata Linnaeus, 1758
（絶滅危惧 II類 , 横浜市では数カ所で散発的）（図 4H）
写真資料：KPM-NKA 31704 、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2022年 5月 22日、鈴木撮影。
　成虫は、2022年 5月にころころ池、西側遊水池で少
数を確認したが、2023年には未確認。過去の調査では
未確認であった。

　確認種数は、ころころ池・自然体験林が最も多く（32
種）、次いで西側遊水池（24種）、サバンナ池および都
岡町小川アメニティ（19種）であった。北側遊水池は
最も少なかった（5種）。8地点以上の広範囲で確認され
た種は、オオアオイトトンボ、キイトトンボ、ギンヤン
マ、クロスジギンヤンマ、マユタテアカネ、ショウジョ
ウトンボ、シオカラトンボ、オオシオカラトンボの 8種
であった。1地点のみで確認された種はクロイトトンボ、
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虫のみ確認）、ヤマサナエ、チョウトンボ、ナツアカネ、
ミヤマアカネ、コフキトンボの 7種であった。
　過去の調査（2006年、2007年）との比較において、
新たに確認された種は、ハグロトンボ、ホソミイトトン
ボ、コシボソヤンマ、マルタンヤンマ、ヤブヤンマ、コ
オニヤンマ、ヤマサナエ、リスアカネ、ミヤマアカネ、
ハラビロトンボ、ヨツボシトンボの 11種であった（表
3）。一方、今回の調査で確認されなかった種は、カトリ
ヤンマ Gynacantha japonica Bartenef, 1909、ウチワヤン
マ Sinictinogomphus clavatus (Fabricius, 1775)、オオヤマト
ンボ Epophthalmia elegans (Brauer, 1865)、マイコアカネ
Sympetrum kunckeli (Selys, 1884)の 4種であった。確認個
体数が増加した種は、キイトトンボ、アジアイトトンボ
の 2種であった。一方、減少した種は、クロイトトンボ、
オニヤンマ、チョウトンボ、ナツアカネ、ノシメトンボ、
コノシメトンボ、ネキトンボ、コフキトンボの 8種であ
った。

 考察

　本研究の目的は、よこはま動物園および周辺のトンボ
相を明らかにし、過去の類似調査と比較することで、現
状の自然環境の水準を把握することであった。
　梅田（2016）によれば、横浜市内では 59種のトンボ
が生息しているとされている。今回の調査では、35種
を確認し、よこはま動物園および周辺は市内の 6割近く
の種が生息していることが明らかとなった。また、レッ
ドリスト掲載種も 16種を確認し、神奈川県内の絶滅危
惧種の生息地としても重要な場所といえるであろう。特
に、キイトトンボ（絶滅危惧 IB類）は多数および広範
囲に生息していることが明らかとなった。また、マユタ
テアカネやハラビロトンボなども多数を確認した。一方、
クロイトトンボ、チョウトンボ、コフキトンボなどは少
数の確認に留まり、過去（2006年、2007年）の調査と
比較しても減少していることが明らかとなった。
　調査地別では、ころころ池および自然体験林で最も多
くの 32種（レッドリスト掲載種 13種）を確認した。こ
れは、水域の広さ、止水域、流水域があり、環境の多様
さが寄与していると考えられる。一方、キイトトンボ、
マユタテアカネ、シオヤトンボ以外のレッドリスト掲載
種の確認個体数は少なく、これらの種にとって適した環
境が維持できているとは言い難い。このことは、過去の
調査において、クロイトトンボやチョウトンボ、コフキ
トンボが多数確認されていたことからも環境の劣化（変
化）が裏付けられるだろう。また、「明るく開放的な深
みのある池」を好むウチワヤンマやオオヤマトンボなど
は確認できなかった。これらの個体数、種の減少は、ハ
ス・園芸スイレン・ガマ類の繁茂による開放水面の減少、
遷移による水深の浅化、ウシガエルやアメリカザリガニ
による影響が要因となっている可能性がある。
　西側遊水池では 24種を確認し、そのうちの約半数が

表 3. 本研究における調査（2022–2023）と過去調査の比較
神奈川県 RL    2006*  2007* 2022–2023

アオイトトンボ 〇普通 〇 〇 22
オオアオイトトンボ 〇 〇 20＋
ニホンカワトンボ 準絶滅危惧 〇局地的 〇 〇 9
ハグロトンボ 要注意 〇 11
キイトトンボ 絶滅危惧 IB 〇局地的 〇 2 〇 91
クロイトトンボ 要注意 〇 10 〇 1
ホソミイトトンボ DD 〇 20＋
アオモンイトトンボ 〇多数 〇 20＋
アジアイトトンボ 〇まれ 〇 1 〇 30＋
コシボソヤンマ 要注意 〇 **5＋
カトリヤンマ 準絶滅危惧 〇 1
マルタンヤンマ 〇 1
ヤブヤンマ 〇 1
ギンヤンマ 〇普通 〇 5以上 〇 10＋
クロスジギンヤンマ 〇 〇 3
ウチワヤンマ 〇局地的 〇 5
コオニヤンマ 〇 1
ヤマサナエ 要注意 〇 3
オニヤンマ 〇普通 〇 〇 1
オオヤマトンボ 〇 5
チョウトンボ 絶滅危惧 IB 〇局地的 〇 10–20 〇 3
ナツアカネ 要注意 〇普通 〇 2＋
リスアカネ 要注意 〇 10＋
ノシメトンボ 〇普通 〇 2＋
アキアカネ 〇普通 〇 〇 30＋
コノシメトンボ 〇普通 〇 1
マユタテアカネ 要注意 〇普通 〇 20＋
マイコアカネ DD 〇 1
ミヤマアカネ 準絶滅危惧 〇 1
ネキトンボ 〇普通 〇 〇 1
コシアキトンボ 〇多数 〇 12
コフキトンボ 要注意 〇多数 〇 1
ショウジョウトンボ 〇普通 〇 〇 15＋
ウスバキトンボ 〇普通 〇 20＋
ハラビロトンボ 要注意 〇 30＋
シオカラトンボ 〇普通 〇多数 〇 23
シオヤトンボ 要注意 〇普通 〇 〇 10＋
オオシオカラトンボ 〇普通 〇多数 〇 28
ヨツボシトンボ 絶滅危惧Ⅱ 〇 5＋
確認種数 20 22 35
*2006年および 2007年の記録は白石（2009）および松本（未発表）
による；**コシボソヤンマについては幼虫の確認数 ; 本研究の記
録表記において＋があるものは , 2–4頭を 2＋ , 5–9頭を 5＋ ,10–14
頭を 10＋ , 15–19頭を 15＋、20–29頭を 20＋、30頭以上を 30
＋とした ; 過去調査における「まれ」は 1–4頭 , 「局地的」「普通」
は 5–19頭 , 「多数」は 20＋頭以上にあたる .

チョウトンボ、ミヤマアカネ、コフキトンボの 4種であ
った。
　レッドリスト掲載種は 16種であった。レッドリスト
掲載種の種数が最多だった調査地は、ころころ池・自然
体験林であり（13種）、次いで西側遊水池であった（10
種）。一方、各種の最多個体数は西側遊水池が最も多く（7
種）、次いで、ころころ池・自然体験林および西側水路・
川井宿町小川アメニティ（3種）であった。調査 1回あ
たり成虫が 10頭以上確認された種はハグロトンボ、キ
イトトンボ、ホソミイトトンボ、リスアカネ、マユタテ
アカネ、ハラビロトンボ、シオヤトンボの 7種であった。
5頭以下の確認種はクロイトトンボ、コシボソヤンマ（幼
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レッドリスト掲載種であった。さらに、レッドリスト掲
載種の 7種が最多確認個体数を記録しており、キイトト
ンボ、マユタテアカネ、ハラビロトンボなどは多数を確
認した。これらの種は幼虫も確認し、生息環境として有
効に機能していることがうかがえる。一方、過去の調査
では見られていたチョウトンボは確認できなかった。こ
のことは約 15年の間に池から湿地に遷移が進行してい
ることを示唆している。現状の西側遊水池は水量が少な
い時期や猛暑時には水が枯れてしまう。ハラビロトンボ
は一時的に水が枯れるような水域でも生存が可能な種で
あり、キイトトンボも比較的乾燥に強い種である。しか
し、今後これ以上の乾燥化が進むと、これらの種の存続
も難しくなる可能性がある。また 2022年には確認できた
ヨツボシトンボは 2023年に確認できなかった。これも乾
燥化が進んだ影響の可能性が高い。今後は、保全管理目
標を設定し、水生植物堆積にともなう浅化などに対して、
遷移を止めるような整備を入れる必要があるだろう。
　サバンナ池では 18種を確認した。キイトトンボ、ア
オイトトンボを多数確認し、幼虫も確認した。これらは
距離の近い西側遊水池由来と考えられ、乾燥化が進んで
いる西側遊水池の機能を補完する存在になっていると考
えられ、これらの種が存続するうえでも有効な水域とな
っていくと考えられる。また、今回の調査で確認したイ
トトンボ類のうちクロイトトンボを除く種を確認してお
り、イトトンボ類の生息環境として効果的に機能してい
ることがうかがえる。
　都岡町小川アメニティでは 19種を確認した。流水性
のハグロトンボに関しては 10頭以上を確認し、幼虫も
確認しているため、一定数は定着していることがうかが
える。一方、その他の種の個体数は少なく、十分に環境
のポテンシャルが活かされているとは言い難い。池部に
はウシガエルやアメリカザリガニが生息しており、それ
らの影響もあるのかもしれない。また、2022年には高
濃度の次亜塩素酸ナトリウム溶液が流れ込んだため、影
響の有無もモニタリングしていく必要がある。
　同じく流水域である西側水路・川井宿町小川アメニテ
ィでは、ハグロトンボは少数であったが、ニホンカワト
ンボは最も多くの個体数を確認し、コシボソヤンマ、ヤ
マサナエ、オニヤンマの幼虫も最多の個体数を確認した。
流水性のトンボ類にとって重要な生息地となっており、
ホトケドジョウも生息することからも、市内に現存する
数少ない源流域として保全していくことが望まれる。
　北側遊水池の確認種数は最も少なかったが、これは調
査回数が少なかったためであろう。シオヤトンボやニホ
ンカワトンボなど、レッドリスト掲載種も生息しており、
今後さらに調査を進めていく必要がある。
　レッドリスト掲載種において、広域に確認されたのは
キイトトンボとマユタテアカネであった。このことから、
現状ではこれらの種に適した環境が園内およびその周辺
でネットワーク状に維持されていると考えられる。一方、
クロイトトンボ、チョウトンボ、ミヤマアカネ、コフキ

トンボは 1地点のみでの確認であった。ミヤマアカネは、
調査地内に幼虫に適した環境が見受けられず、周辺の河
川などから飛来したと推察される。その他の 3種は、こ
ろころ池で確認しており、過去に多数を確認した際の環
境を目標に整備するのか、あるいは別の場所を新たに創
出するのかなど、これらの種が好む環境の維持・拡充に
向けた検討が必要であろう。
　過去の調査（2006年、2007年）との比較において、
新確認種は 11種であった。これらの種の多くは調査場
所、時期、頻度の違いによる影響である可能性がある。
ただし、ホソミイトトンボは近年横浜市内に広がってき
た種であるため（梅田 , 2016）、以前の調査時には生息し
ていなかった可能性が高い。また、ヨツボシトンボおよ
びハラビロトンボは、過去の調査地で当時は記録されて
いなかった西側遊水池で新たに確認されており、両種が
好む湿地環境に遷移したことで定着した可能性がある。
またリスアカネは「周囲を樹林で囲まれた池」を好むた
め、そのような環境が増加したことにより定着した可能
性がある。増加したアジアイトトンボは、サバンナ池で
多数が確認されており、サバンナ池の造成が効果的に働
いたのかもしれない。
　確認できなかった種および減少した種は 12種であっ
た。このことはこれらの種に適した環境が消失もしくは
劣化した可能性が示唆される。これら多くの種は、前述
のとおり、植物の繁茂、遷移による水深の浅化、外来生
物の侵入などが影響しているものと考えられる。ただし、
マイコアカネは過去の調査においても一度確認されたの
みであり、当時から生息数、発生数は少なかったと考え
られており（白石 , 2009）、現在横浜市内では絶滅した
可能性が高いといわれている（梅田 , 未発表）。また、カ
トリヤンマは、2021年に近隣の新治市民の森で 1個体、
緑区台村町で複数個体が確認されているものの、少なく
とも緑区台村町では 2022年、2023年に確認は無く（七
里 , 私信）、付近で安定的に見られる状況ではないよう
である。
　今回の調査において、各調査地での調査回数や調査時
期の違い、発生場所の確認などの課題があり、現状把握
としての限界がある。特に幼虫や羽化殻に関するデータ
は不足しており、発生場所や生息環境の詳細な把握には
さらなる調査が必要である。また、調査地を含む周辺で
は、今回の調査では確認できなかった種として、2022
年にミルンヤンマ Planaeschna milnei (Selys, 1883)、2016
年にヒメアカネ Sympetrum parvulum (Bartenev, 1912)も確
認されている（ユーロフィン日本環境株式会社 , 2022）。
これらの種の動向を引き続き注視していくとともに、近
年多発しているナラ枯れや外来種が環境に与える影響に
ついても調査を進める必要があるだろう。
　本調査により、よこはま動物園および周辺の管理され
た水域がトンボ類の貴重な生息環境であることが明らか
となった。今後はこれらの環境を保全しつつ、横浜市北
部全域の保全を視野に、近隣の新治市民の森、三保市民
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の森、県立四季の森公園などとも連携を進めていきたい。
よこはま動物園含め横浜市の動物園が、横浜市の自然史
の記録・普及啓発および緑地保全ネットワークの拠点・
ハブとなるように努めていくことは、近年推進されてい
る動物園と周辺の緑地を活用した地域生物の保全の動向
からみても（Chester Zoo, online; Moss et al., 2023; Roznik 
et al., 2023; 高川 , online）、重要な役割の一つとなってい
くことだろう。
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